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平成20年（１月）
平成19年（１月）
昨 年 比
20 年 累 計

火災
0
0
0
0

救急
30
38
－8
30

平成20年出動件数

平成20年1月31日現在

火災と救急は119番

消防本部 77―4118㈹

上

島

町

消

防

だ

よ

り

平
成
20
年
２
月
４
日
〜
８
日
の
間
、
町

内
の
各
保
育
所
に
お
い
て
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
退
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
消
防
長
を
は
じ
め
と
す
る
消

防
関
係
者
か
ら
、
こ
の
一
年
間
の
防
火
活

動
へ
の
お
礼
の
言
葉
や
、
防
火
に
つ
い
て

の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

防
火
ビ
デ
オ
鑑
賞
で
は
火
遊
び
に
よ
る

火
災
な
ど
、
火
の
怖
さ
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

引
き
続
き
、
火
遊
び
の
大
好
き
な
鬼
に

扮
し
た
消
防
職
員
を
的
に
、
防
火
豆
ま
き

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

鬼
が
恐
く
て
泣
き
出
す
園
児
や
、
元
気

に
豆
を
投
げ
て
く
る
園
児
な
ど
、
終
始

「
オ
ニ
は
〜
そ
と
〜
！！
」
の
元
気
な
声
が

響
き
渡
る
に
ぎ
や
か
な
式
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
退
団
の
記
念
と
し
て
、
園
児
た

ち
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
退
団
式
は
終

了
し
ま
し
た
。

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
退
団
式

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
１
週
間
、
全
国
一
斉
に

「
春
の
火
災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
寒
さ
が
残
り
、
家
庭
や
職
場
で
ス
ト
ー
ブ
等

の
暖
房
器
具
な
ど
火
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
、
空
気
が

乾
燥
し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
火
災
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
を
迎
え
る

に
当
た
り
、
地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
の
火
災
予
防
思
想
の

一
層
の
普
及
を
図
り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者

等
を
中
心
と
す
る
死
傷
事
故
を
大
幅
に
減
少
さ
せ
、
財
産

の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

「
う
ち
は
大
丈
夫
」
と
思
わ
ず
、

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ち
ょ
っ
と

し
た
心
掛
け
が
火
災
の
予
防
に
つ
な

が
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
も
う
一
度
火
災
予

防
に
つ
い
て
考
え
直
し
て
み
ま
せ
ん

か
？ 平

成
20
年
春
季
全
国
火
災
予
防
週
間

（
全
国
統
一
防
火
標
語
）

〜
火
は
見
て
る
　
あ
な
た
が
離
れ
る
　
そ
の
時
を
〜

※携帯電話からでもつながりま
すが、電波の状況によって、
他の県や他の市・町につなが
る場合もあります。

【生名保育所】防火豆まきの様子 【魚島保育所】方面隊長講話の様子

【岩城保育所】記念品贈呈の様子 【弓削保育所】防火ビデオ鑑賞の様子
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１
月
27
日
、
弓
削
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
お
い
て
、
平
成
20
年
上
島
町
消
防
出
初

式
が
挙
行
さ
れ
、
上
島
町
消
防
団
員
・
上

島
町
消
防
職
員
の
総
勢
３
１
５
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

式
典
は
、
入
場
行
進
、
姿
勢
・
服
装
点

検
及
び
機
械
器
具
の
点
検
に
続
い
て
、
各

方
面
隊
に
よ
る
小
型
ポ
ン
プ
操
法
、
岩
城

方
面
隊
に
よ
る
ポ
ン
プ
車
操
法
が
行
わ
れ
、

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
存
分
に
披
露
し
ま

し
た
。

引
き
続
き
、
分
列
行
進
、
地
域
消
防
に

功
績
の
あ
っ
た
団
員
の
表
彰
を
行
っ
た
後
、

上
村
町
長
が
、「
上
島
町
で
火
災
等
の
災

害
が
少
な
い
の
は
消
防
団
員
の
平
素
か
ら

の
予
防
消
防
の
賜
で
あ
る
と
感
謝
し
、
平

成
20
年
も
消
防
団
、
自
主
防
災
組
織
と
協

働
し
南
海
地
震
等
に
備
え
た
活
動
を
と
っ

て
い
き
た
い
。」
と
講
評
・
挨
拶
を
述
べ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓
の
皆
様
が
祝
辞
を
述
べ
、

消
防
団
員
・
消
防
職
員
は
、
使
命
の
重
大

さ
を
再
認
識
し
、
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
存

在
と
し
て
、
職
務
を
全
う
し
よ
う
と
新
た

な
闘
志
を
奮
い
立
た
せ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
被
表
彰
者
代
表
の
津
國
壽
正

氏
に
よ
る
謝
辞
、
檜
垣
消
防
団
長
に
よ
る

答
辞
が
述
べ
ら
れ
、
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
、
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

平成20年
「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
守
る
」

上
島
町
消
防
出
初
式
消
防
団
員
三
一
五
人

が
気
勢
を
あ
げ
る
！

《 被 表 彰 者 》
◆愛媛県知事表彰
【功労章】
浪切　睦夫（弓削方面隊第２分団　副分団長）
津國　壽正（生名方面隊第３分団　副分団長）

◆愛媛県県消防協会長表彰
【功績章】
古本　　敬（岩城方面隊第１分団　分団長）

【勤続章】
藤田　徹也（弓削方面隊第１分団　団員）
山上　耕司（弓削方面隊第２分団　団員）
北舛　秀行（弓削方面隊第２分団　団員）
松本　光弘（弓削方面隊第２分団　団員）
田房　良和（弓削方面隊第４分団　団員）
中浦　正直（生名方面隊第１分団　団員）
高田　秀紀（生名方面隊第３分団　団員）
小牧　嘉朗（岩城方面隊第１分団　団員）
村上　悦治（岩城方面隊第２分団　団員）
西村　哲也（岩城方面隊第２分団　団員）

◆上島町長表彰
岡野　　巧（弓削方面隊第１分団　団員）
松村　英則（弓削方面隊第１分団　団員）
星野　仁志（弓削方面隊第２分団　団員）
柏原　利昭（弓削方面隊第３分団　団員）
坂上　将人（弓削方面隊第４分団　団員）
奥河　健司（弓削方面隊第４分団　団員）
金澤　知則（生名方面隊第２分団　団員）
小野　剛史（生名方面隊第３分団　団員）
新川　芳孝（岩城方面隊第１分団　団員）
古林　伸一（岩城方面隊第１分団　団員）
藤田　純矢（岩城方面隊第２分団　団員）
林　　康彦（岩城方面隊第２分団　団員）
山下　省三（岩城方面隊第３分団　団員）
東　　修二（魚島方面隊第１分団　団員）
高本　義夫（魚島方面隊第１分団　団員）

分列行進分列行進分列行進分列行進分列行進分列行進分列行進分列行進分列行進分列行進分列行進分列行進分列行進分列行進分列行進分列行進分列行進分列行進

小型ポンプ操法小型ポンプ操法小型ポンプ操法小型ポンプ操法小型ポンプ操法小型ポンプ操法小型ポンプ操法小型ポンプ操法小型ポンプ操法小型ポンプ操法小型ポンプ操法小型ポンプ操法小型ポンプ操法小型ポンプ操法小型ポンプ操法小型ポンプ操法小型ポンプ操法小型ポンプ操法

ポンプ車操法ポンプ車操法ポンプ車操法ポンプ車操法ポンプ車操法ポンプ車操法ポンプ車操法ポンプ車操法ポンプ車操法ポンプ車操法ポンプ車操法ポンプ車操法ポンプ車操法ポンプ車操法ポンプ車操法ポンプ車操法ポンプ車操法ポンプ車操法

愛媛県知事表彰受賞者
（浪切氏　津國氏）
愛媛県知事表彰受賞者
（浪切氏　津國氏）
愛媛県知事表彰受賞者
（浪切氏　津國氏）
愛媛県知事表彰受賞者
（浪切氏　津國氏）
愛媛県知事表彰受賞者
（浪切氏　津國氏）
愛媛県知事表彰受賞者
（浪切氏　津國氏）
愛媛県知事表彰受賞者
（浪切氏　津國氏）
愛媛県知事表彰受賞者
（浪切氏　津國氏）
愛媛県知事表彰受賞者
（浪切氏　津國氏）
愛媛県知事表彰受賞者
（浪切氏　津國氏）
愛媛県知事表彰受賞者
（浪切氏　津國氏）
愛媛県知事表彰受賞者
（浪切氏　津國氏）
愛媛県知事表彰受賞者
（浪切氏　津國氏）
愛媛県知事表彰受賞者
（浪切氏　津國氏）
愛媛県知事表彰受賞者
（浪切氏　津國氏）
愛媛県知事表彰受賞者
（浪切氏　津國氏）
愛媛県知事表彰受賞者
（浪切氏　津國氏）
愛媛県知事表彰受賞者
（浪切氏　津國氏）

上村町長挨拶上村町長挨拶上村町長挨拶上村町長挨拶上村町長挨拶上村町長挨拶上村町長挨拶上村町長挨拶上村町長挨拶上村町長挨拶上村町長挨拶上村町長挨拶上村町長挨拶上村町長挨拶上村町長挨拶上村町長挨拶上村町長挨拶上村町長挨拶
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野菜類のほとんどは、果樹と異なり１
年生植物なので毎年、種や苗を植え付け
て栽培します。毎年、同じ場所で同じ種
類の野菜を作っていると年々生育が悪く
なったり、病気で枯れやすくなります。
これを一般的に「連作障害」といい、必
ず症状がでるとは限りませんが症状ので
やすい野菜と連作しても影響の無い野菜
があります（右表参照）。このことを考
えて種類の異なる野菜を植え付けること
を「輪作」といいます。
しかし、このことだけを考えていると

思うように野菜の種類を作ることができ
なくなるので、以下の対策を参考に畑の
植付け計画を立ててみてください。また、
畑の植え付け記録をつけておくと参考に
なります。

表１　野菜の連作制限の目安

注意）連作制限はあくまでも目安ですので絶対に育たないという訳でもあり
ません。

①【連作（毎年同じ場所で栽培する）しても影響の少
ない野菜類】
ダイコン、人参、たまねぎ、小松菜（菜類）、かぶ、
サツマイモ

②【影響は少ないが１年間は間隔をあけた方がよい野
菜類】
ほうれんそう、しゅんぎく、ねぎ、レタス類、ダイ
コン、人参、たまねぎ、小松菜（菜類）、かぶ

③【２年間は間隔をあけた方がよい野菜類】
きゅうり、白菜、キャベツ、いちご

④【２年間以上は間隔をあけた方がよい（連作障害の
でやすい）野菜類】
豆類、サトイモ、トマト、なす、ゴボウ、ジャガイ
モ、ピーマン

１　連作障害の主な症状
症状としては、根から植物の生育を阻害する物質を出し、年々、太りが悪くなってくる場合（アレ

ロパシー作用といい、特に豆類で注意する）や土壌中の微生物相が単一化され立ち枯れ症状などの病
気が出やすくなります。また、人参、きゅうりなどの根にコブができるネコブセンチュウ、イモ類が
ひび割れたり大根の肌に斑点ができるネグサレセンチュウも連作で増えてきます。
２　連作障害対策
①　輪　作　異なる種類の作物を栽培すること。

外見は全く異なるが同一種の植物があるので注意する。例えば、ナス、トマト、
ジャガイモ、ピーマンはナス科の植物、ダイコン、キャベツ、白菜、ブロッコリー
はアブラナ科の植物です。
組み合わせとしてキャベツ・白菜などのアブラナ科野菜とレタス、人参などのセ

リ科野菜やダイズの組み合わせ、トマト、きゅうりとトウモロコシ（イネ科）の組
み合わせは「立ち枯れ病」に効果がある。

②　土作り　良質な堆肥を施用し土の中の有用な微生物を増やす。
堆肥は有用な微生物のエサとなり微生物が増えると、病気の菌の増加を抑える作用（静菌作用）が

期待されます（人でいう食物繊維をとると腸内に善玉菌が増える働きと同じ）。
③　土の深耕　堆肥の施用と同時に土の中に空気をいれて排水、通気性を向上させる。
土が軟らかくなり、空気と水持ちを向上させ根の張りを良くする働きがあります。

☆３月に栽培ができる野菜
ダイコン：彼岸を過ぎればトウ立ちしにくい品種（晩抽性品種）を蒔くことが出来ます。６月収

穫（注：秋品種（青首）は使用できない）
夏どり人参（洋ニンジン）：３月下旬頃からまきつけて７月に収穫できる。
ネ ギ 類：３月後半から種まきが可能。葉ねぎ、根深ねぎ（移植が必要）。
アスパラガス（春まき）：種からの場合は３月下旬頃が適期です。（秋に移植するか直播きも可

能です）。

野菜を上手に作るための菜園計画
（野菜の輪作について考えましょう）




